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１．目的  

 近年，高度経済成長期に作られた膨大な土木構造物に対しての劣化補修対策や耐震補強が急務となっている．

これらの鉄道や道路の構造物の多くは，非常に高い公共性を有しており，供用を妨げることなく早急に劣化補

修対策や耐震補強を行う必要がある．また，現在の経済情勢では，構造物更新に大きな投資を行うことは困難

な状況にあり，膨大な構造物に対していかに合理的かつ経済的に対策を実施するかが重要となっている． 

 そこで本研究では，土木構造物として一般的なＲＣ高架橋に対して，効率的な劣化補修対策，耐震補強の方

法を提案する．なお従来では，ＲＣ高架橋の柱に対しては鋼板巻きなど多くの研究や実施例が報告されている

ため 1），ここでは，ＲＣ高架橋の梁を対象として提案するものとした． 

２．提案する構造 

 ＲＣ梁の補修，補強にあたっては，剛性が高く，かつ，

強度も大きい鋼板を用いることとした．ＲＣ梁は正曲げ，

負曲げを受ける部材であるため，この鋼板は梁の下面，側

面にＵ字形に設置するのが良いと考えられる．なお，梁の

上面へは床版（スラブ）があるため設置することができな

い．また，床版上面に補強部材を設置することは，補強効

果としては効率的ではあるものの，供用中の交通を妨げる

ことになるため行わない方針とした（図 1）． 

 次に，このＲＣ梁と鋼板の接合方法について検討する．

一般的な複合構造物では，せん断力を伝達する頭付きスタ

ッドや孔あき鋼板ジベル等のずれ止めを用いて接合するが，

今回は既設ＲＣ梁を対象としており，数多く任意の位置で

ずれ止めを設置することは困難である．具体的には，ずれ

止めをＲＣ梁上面・下面付近に後付けで設置することが有

効と考えられるが，この部分には既設ＲＣ梁の配力鉄筋が

多く配置されているため，これらを切断することなくずれ

止めを設置することは困難である．また，近年検討されて

いるＦＲＰ補修のように接着剤を用いた接合方法 2）も考え

られるが，鋼板のように剛性・強度がコンクリートよりも

かなり大きい場合では，コンクリートのかぶり部分で剥離

が生じてしまい，鋼板の補強効果を十分に発揮させること

は困難であると考えた．そこで，ここでは，既設ＲＣ梁で

も配筋が比較的密でないと考えられる梁側面部分に，アン

カー鋼棒を貫通させ，Ｕ字形鋼板と接合させることを提案

する（図 2）． 

 本提案構造では施工時に，既設ＲＣ梁と補強鋼板，既設 
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図 1 ＲＣ高架橋と梁の補修，補強イメージ 
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図 2 補修，補強部分のイメージ 
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ＲＣ梁とアンカー鋼棒には隙間が生じるが，この部分にグラウトを充填することとする．このグラウトは，既

設ＲＣ梁と補強鋼板の応力伝達を円滑にするだけでなく，補強構造内部の鋼材の腐食劣化対策にも重要な役目

を持つため，確実に隙間なく充填する必要がある．そこで施工現場で確実に施工できるようにするため，グラ

ウトは片側の側面上部から片押しで充填することを考えた．このため，アンカー鋼棒部に空気溜りができるこ

とを防止するため，鋼棒を既設ＲＣ梁に貫通するように設置している（図 3）． 

 本提案構造をまとめると以下の手順により施工を行うことになる．【①既設ＲＣ梁配筋調査】→【②アンカ

ー鋼棒貫通孔削孔】→【③Ｕ字形補強鋼板設置】→【④アンカー鋼棒設置】→【⑤グラウト充填】 

３．グラウト充填施工試験  

 ２項で提案した構造が実現可能であるかどうかを確認するため，

施工上最も確認が必要であると考えられるグラウト充填施工試験を

行った．本施工試験では，写真 1 に示すような透明なアクリル板に

より図 3 のグラウトの通り道を再現した供試体を作成した．この供

試体では，既設ＲＣ梁底面と補強鋼板底面の隙間を想定した高さを

任意に変化できるように工夫しており，この高さとグラウト材のコ

ンシステンシーをパラメータとして充填性の確認試験を行った．試

験のケースおよびグラウト材のコンシステンシーの種類を，表 1，

表 2に示す．また，試験の状況の例を写真 2に示す． 

表 1 試験ケースと試験結果 

 

 

 

 

表 2 グラウト材のコンシステンシーの設定 

 

 

 

 

 試験結果を表 1 に示す．Case-2 は，グラウト材の流動性が良すぎたため，貫通孔の両側からグラウトが流

入したため貫通孔内部に空気が溜まり，充填が確実に行えなかった．その他のケースでは，充填は可能である

のものの，Case-3 では梁底面の隙間高さが小さく充填に比較的時間がかかったこと，Case-4 では流動性が良

すぎるため，隙間からのグラウト漏出が多くみられたことから，施工性の観点から，Case-1 の設定が最も適

切であると考えられる． 

４．まとめ  

 本研究では，既設ＲＣ梁の補修，補強を目的とした新しい構造，工法の提案を行った．また，この提案した

構造が，施工可能であることを確認するために施工試験を行い，既設ＲＣ梁底面と補強鋼板底面の隙間を想定

した高さと，既設グラウト材のコンシステンシーの設定を適切に設定すれば確実に施工可能であることを確認

した．本提案構造の補強効果についての検討は，参考文献 3）（同時発表予定）に示されているので省略した． 
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写真 1 グラウト充填試験供試体 

 

写真 2 グラウト充填試験状況 
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 底隙間 グラウト材種 充填性 施工性 評　価

Case-1 20mm グラウト材A ◎ ◎ ◎
Case-2 20mm グラウト材B × × ×
Case-3 10mm グラウト材A ○ ○ ○
Case-4 10mm グラウト材B ○ × △


